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１．研究計画の概要
政府の各種政策は、その立案過程の合理性
とその政策結果の評価が、より一層求められ
るようになってきた。文化政策については、
従来、文化価値を扱うために、統計的数量分
析が難しいと考えられておりその統計の政
府統計としての体系的整備も十分に行われ
て来たとは言い難い。この欠点を補うために、
現行の政府の文化芸術行政のための基礎的
統計データの整備を目的としている。そのた
めに、本研究は①芸術文化の供給がどのよう
な構造を持っておりそれと文化政策に必要
な統計データ体系のシステムを供給者の視
点から設計検討する。更に②その芸術文化の
担い手としての供給サイドは、単一体ではな
く、芸術家をはじめとする個人では、業主的
な存在と被雇用者的な者とがあり、団体もま
た、法人格を持つものとそうでないものとが
ある。しかも事業主体としては極めて不安定
な存在として、事業単位毎に、ちょうど建設
業におけるコンソシアムのような企業構造
を持っている。従って、そこで従事する人た
ちは極めて入り組んだ形で派遣出向、外注等
の関係で営まれていることなどを視野に入
れて構造を分析する。更に事態を複雑にして
いるのは、③文化産業従事者が、その仕事で
十分な生計を立てるのが実態的に難しく、そ
のためにこうした人々の生計を支えるのが
世帯の他の構成員であることが多い。こうし
た点を実証するのが研究目的である。

２．研究の進捗状況
研究班は 2班に分かれる。

(1)芸術家調査班

日本の芸術家(音楽、演劇、舞踊)を対象に
1986年以来ほぼ5年の周期でこれまでに4回
実態調査を行ってきた。今回の科研プロジェ
クトで 5回目の実査を行った。データの初期
入力を済ませ、データベースの構築も完了し
た。更に、実証分析が進行中である。この結
果の一部は、今年の 6月コペンハーゲンで開
催の国際文化経済学会および、7 月の日本の
文化経済学会（研究代表者の周防が実行委員
長）で研究報告がなされる。芸術家の世帯類
型や所属団体の有無により所得構造が異な
ることが判明している。

(2)国勢調査ミクロデータ分析班
国勢調査の個票データを用いて芸術に関
係する従業者の所得や世帯構造を明らかに
する。従来の「統計法」では、国勢調査のミ
クロデータはいわゆる「目的外使用」許可を
総務省統計局から得るのが極めて困難な状
況であったが、昨年 4月施行の「新統計法」
では、科研プロジェクトで研究に使用する場
合は、使用を認める方向で制度の改善がなさ
れた。その結果、本年 2月に過去 6回分の国
勢調査の 10%抽出データの使用が許可された。
各回次で約 2000 万件前後ある個票の中から、
芸術関連従事者を抽出する作業を、職業分類
や産業分類を用いて行っている。このデータ
から分析した結果と、これまでわれわれのグ
ループが独自に行ってきた芸術家調査の結
果とを照合する。

３．現在までの達成度
(1)芸術家調査班
評価：②おおむね順調に進展している。
理由：実査は終了し、データベースは完成
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している。この最終年で当初計画した分析作
業は順調に進んでいる。

(2)国勢調査ミクロデータ分析班
評価：②おおむね順調に進展している。
理由：ほぼ 2年半の間、国勢調査ミクロデー
タの目的外使用申請のための書類作成の結
果、総務省統計局から使用が許可され、デー
タベースも完成。最終段階のデータ分析作業
に入っている。

４．今後の研究の推進方策
(1)芸術家調査班
本班は過去 25 年間に亘り科学研究費の助
成を得て、ほぼ 5年毎に独自の芸術家調査を
実施することができた。こうした周期調査デ
ータは、データの継続が肝要であり、本科研
プロジェクトが本年で終了するので、再度、
科研の新規申請を行い、第 6回目の実査をす
る計画である。
(2)国勢調査ミクロデータ分析班
国勢調査ミクロデータは使用許可期間が 1
年間限りであるが、この 1年間の分析作業を
踏まえて、更に使用期間の延長のための申請
を総務省統計局にする予定である。この種の
作業は初期作業に膨大な手間と時間がかか
るので、一度使用経験があれば、再申請で使
用許可の際には研究効率は格段に飛躍する。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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